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研究成果の概要（和文）：本研究は、不眠症向けの共同意思決定（SDM）の支援ツールDecision Aid（DA）を作
成し、不眠症治療において、本人と一緒に今後の治療方針を決める SDMの手法を確立することを目的とした。
第一に、当事者および医療者を対象としたSDMに対する意識調査をオンラインで実施した。第二に、DAの国際基
準IPDASに則って、不眠症治療むけのDAを作成した。作成にあたり、まず試作版を作り、当事者および医療者の
レビューを経て、内容を洗練させた。第三に、このDAを活用したSDMの確立・普及のために、医療者を対象に、
オンラインでの講習を企画し、開催した。

研究成果の概要（英文）：This study aims to develop a Decision Aid (DA) to support shared 
decision-making (SDM) for insomnia and to establish an SDM approach for deciding future treatment 
plans collaboratively with patients.

First, an online survey was conducted to assess the awareness of SDM among patients and healthcare 
providers. Second, a DA for insomnia treatment was developed in accordance with international DA 
standards. The creation process involved developing a prototype, followed by a review and refinement
 of its content based on feedback from both patients and healthcare providers. Third, to establish 
and promote the use of SDM utilizing this DA, an online training session was organized and conducted
 for healthcare providers.

研究分野：精神看護

キーワード： 共同意思決定　shared decision making　decision aid　意思決定支援　不眠症　睡眠

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
不眠症に対し、薬物療法だけでなく、非薬物療法（心理社会療法）も有効であることがわかっている一方で、わ
が国では依然薬物療法に偏重しており、睡眠薬の長期・高容量使用が社会問題になっている現状がある。本研究
で作成した本人が主体的に治療を選ぶDAは、この問題の解決の糸口になり得ると考えられた。また、患者中心の
意思決定法であるSDMが多領域で推奨される中、実臨床での普及は十分には進んでいない。本研究での取り組み
は、不眠症治療において、その普及に貢献できた可能性がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１（共通） 
 

１．研究開始当初の背景 

不眠症に対し，薬物療法だけでなく，認知行動療法などの心理社会療法も有用であること

がわかってきた．しかしながら，わが国では依然，薬物療法に偏重しており，睡眠薬の長期・

高容量の使用による有害事象の増加(依存の形成，転倒リスクの増大，認知機能の障害など)

が社会問題になっている． 

治療の導入にあたって，患者と医療者が一緒に治療を選ぶ共同意思決定（Shared decision 

making, SDM）が注目されている．さらに，そこでの対話を促進するための支援ツール

（Decision Aid，DA）の活用も盛んになってきた．これは，治療の選択肢および，それらの

長所・短所に関する情報を盛り込んだ情報資材で，網羅すべき内容を定めた国際基準 

International Patient Decision Aid Standard（IPDAS）も設けられている IPDASは，省略

すると有害なバイアスのリスクがあり，掲載必須の 6項目「決定を必要とする健康状態（疾

患）」「考慮すべき決定（何の意思決定をするのか）」「利用可能な選択肢」「それぞれの選択

肢の長所」「それぞれの選択肢の短所」「選択肢の結果として経験すること」および，DA の

質を補強する 23項目の計 44項目で構成されている．診療前に，本人が DAを読んで診療に

臨んだり，診療の場面で医療者と話し合ったりする際に活用でき，DA の活用によって，患

者のリスク認識や知識の向上，決定にまつわる葛藤の減少といった介入効果があることも

明らかになっている． 

DAを活用した意思決定支援の報告が増えてきた一方で，わが国の不眠症治療に関しては，

DAのようなツールはまだなく，SDM における意思決定の支援方法は確立されていない．  

 

２．研究の目的 

本研究は，不眠症向けの SDM の支援ツールである DA を作成し，不眠症治療において，本

人と一緒に今後の治療方針を決める SDM の手法を確立することを目的とした． 

 

３．研究の方法 

第一に，患者および医療者を対象とした SDMに対する意識調査をオンラインで実施した． 

第二に，DA の国際基準 IPDAS に則って，不眠症治療の DA を作成した．媒体は手に取って

使いやすい冊子版（PDF版も可）とし，作成にあたり，まず文献検討を実施し，情報を吟味

して試作版を作り，患者および医療者のレビューを経て，内容を洗練させた．完成した DA

について，患者および医療者に提供し，受容性を評価した．医療者には，「使いやすそうか」

「治療導入時の意思決定に役立ちそうか」「時間の節約ができそうか」「害より益をもたらし

そうか」など，受容性に関する計 15 項目への回答を求め，OSA患者には，DAの各セクショ

ンにおける情報の提示方法に関する評価に加え，説明の長さ・量・内容についての評価を求

めた． 

第三に，この DAを活用した SDM の確立・普及のために，医療者を対象に，オンラインで

の講習を企画して開催し，講習の参加前後での知識および態度を比較した． 

 

４．研究成果 

第一のオンライン調査では，患者・医療者ともに，SDM の手法を望んでいることが示され

た一方で，患者は医療者ほどには，意思決定が共同で行われているとは捉えておらず，医療

者の意見を考慮して決定されていると捉えていることが示唆された．結果より，こうした意

識のギャップを埋めるためにも，SDMにおける対話を促進するためのツールの活用は有用で

あると考えられた． 

第二に開発した DA の受容性評価の結果は，DA は患者・医療者双方に受け入れられ，SDM

において活用できるものであると示唆された． 
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第三に，オンライン講習において，講習会後，参加者の知識や態度は改善し，DA を活用

した SDM の手法に関するオンライン講習の有用性が示唆された． 

不眠症に対し，薬物療法だけでなく，心理社会療法も有効であることがわかっている一方

で，わが国では薬物療法に偏重している現状が依然あるが，本研究で作成した本人が主体的

に治療を選ぶ DAは，この問題の解決の糸口になり得ると考えられた．また，患者中心の意

思決定法である SDM が多領域で推奨されている一方で，実臨床での普及は依然進んでいな

い中，本研究での取り組みは，不眠症治療において，その普及に貢献できた可能性がある． 

上記の成果を受け，今後，本研究で開発した DA をさらにアクセスしやすいオンライン版

へと発展させ，普及をはかっていく予定である．また，ここで培った SDMや DA に関する知

識をいかし，睡眠医療における他の疾患についても，本人と話し合いながら一緒に治療を選

ぶ SDMの手法の普及をはかるべく，DAを開発中である． 
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